
























































行研究（e.g., Alloy & Abramson, 1979; Msetfi, Murphy & Simpson, 2007）の結果と一致する部分が多く、気
分が反応密度に影響を与えることを示した Blanco, Matute & Vadillo （2009）の研究の知見を加えると、抑
うつ気分は反応密度を媒介して反応－結果関係の評定に影響を及ぼすと結論付ける事ができる。
本論文は、統制の錯覚と抑うつリアリズムの発生は非随伴－高結果密度で生じるとした Alloy & 
Abramson（1979）の知見に対し、それら条件に加えて反応密度の差がある場合にそれら現象が生じると
いう知見を加えるものであった。
